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B：一部達成（設定した目標の一部のみ達成することができた。）

理事名

C：未達成 　 （目標達成に向け取り組んだものの、目標達成には至らなかった。）

平成30年度各部の重点取組の取組結果

部(局)名

部(局)長名

A：達成　　（設定した目標を達成することができた。）

　選挙管理委員会のもと、民主主義の根幹である選挙が、公正かつ適正に行われるよう執
行管理を行うとともに選挙人の利便の向上を図ります。あわせて、あらゆる機会を通じて
選挙人の政治意識の向上に努め、選挙、投票参加の促進を図ります。

選挙管理委員会事務局

中江　理晶

　　　　　赤阪　文生（選挙担当）

【達成度について】

重点課題

適正な選挙の執行

投票環境の向上

選挙啓発の推進

平成３０年度
達成状況

Ａ

Ａ

Ａ
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重点課題 1 適正な選挙の執行
全体の達成度

A目指すべき方向
（中期的な目標）

　効率的な執行体制を研究、確立し執行します。

達成

活動目標 具体的な取組実績

　平成３１年度に向け、選挙の
執行計画の見直しを行います。 →

　人員の増員を行ったり、選挙時にコールセンター
を導入するなど、職員の業務量の軽減に努めまし
た。選挙を適正に執行するために、事務従事者の適
正な配置を精査しました。

　選挙執行に係る情報共有や醸
成のため、職場内研修の充実を
図ります。 →

　選挙に関する専門的な研修や講習会に積極的に職
員を派遣し、そこで習得した知識を職場内で共有し
たり、職場内で勉強会を行うなど、学ぶ機会を設け
ることで、職場全体のレベルアップに努めました。

↓
達成目標 達成状況 達成度

　効率的で適正な選挙執行体制
を研究します。 →

　業務に関するマニュアルの作成を各担
当者が行うと同時に、前担当者と現在の
担当者が、業務の見直しを行いました。
この結果、効率的に業務を行うことがで
きました。

A

達成

　選挙管理委員会事務局の職員が選挙に関する知識を習得し職場で情報共有し、選挙管理委員会
としてのレベルアップを図ることに加え、選挙時に投票管理者・立会人に就任していただく吹田
市明るい選挙推進協議会の委員、選挙事務に従事する職員に対して研修会及び説明会を開催し、
選挙事務に従事する全ての方のコンプライアンス意識を向上する体制を築きました。
　また、人員の増員及びコールセンターの導入を行い、事務局の職員の業務量軽減を図りまし
た。

部(局)名 選挙管理委員会事務局

↓

　選挙執行に必要な知識の向上
を実現します。 →

　実務的な業務を含め、各担当者が日ご
ろから、選挙を適正に執行するために必
要な知識の習得に努め、またそれを職場
内で共有することで、職場全体の知識の
レベルアップにつながりました。

A

達成

総合評価・総括
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部(局)名 選挙管理委員会事務局

重点課題 2 投票環境の向上
全体の達成度

A目指すべき方向
（中期的な目標）

　選挙人の投票環境向上を図れるよう調査・研究します。

達成

活動目標 具体的な取組実績

　投票区割り及び投票所施設の
検証を行います。 →

　投票区割りの検証を行うと同時に、平成29年度
の衆議院議員総選挙の際に使用した投票所の実態調
査を進め、利便性の良い投票場所への一部変更を行
いました。

　期日前投票所を含め投票所施
設の検証を行います。 →

　従前の期日前投票所は、吹田市役所と千里ニュー
タウンプラザの２箇所でしたが、平成31年4月執行
の統一地方選挙より新たにイズミヤ千里丘店を期日
前投票所として開設しました。

↓ ↓
達成目標 達成状況 達成度

　選挙人の利便性に配慮した投
票区割り及び投票所設置に向け
調整を行います。 →

　投票区ごとの人口増減を日ごろから注
視し、適正な投票区割りの研究を引き続
き行いました。また、地域からの投票所
設置要望に対しては、調査、検討を進
め、投票所の一部変更を行いました。

A

達成

　新たな期日前投票所については、市内のどの地域に設置するのが好ましいか、あらゆる観点か
ら検討し、選挙人にとって選挙権を行使しやすい投票環境の実現に努めました。また、市内58
箇所の投票所の投票区について、地域からの要望や人口の増減を勘案した上で、投票所施設の変
更を検討し実施しました。地域によっては多少の課題が残りましたが、市内全体として適正な投
票環境が整いました。

　あらゆる選挙人の利便に配慮
した投票所環境を整えます。 →

　地域からの要望を受け、調査、検討し
た結果、利便性の向上や施設の適正を考
慮し、一部の投票所施設の変更を行いま
した。選挙人に対しては投票所変更の案
内通知を送付しました。

A

達成

総合評価・総括
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部(局)名 選挙管理委員会事務局

重点課題 3 選挙啓発の推進
全体の達成度

A目指すべき方向
（中期的な目標）

　教育機関と連携し、主権者教育に焦点を当てた啓発活動に
取り組みます。

達成

活動目標 具体的な取組実績

　教育機関と連携した啓発を実
施します。 →

　新有権者約４千人への投票を呼びかけるメッセー
ジカードの送付や、大学で３回、高校で2回、中学
で１回の出前授業を実施しました。

　明るい選挙推進協議会と連携
した啓発の充実を図ります。 →

　明るい選挙推進協議会との共催で、小中学生を対
象とした明るい選挙啓発ポスターコンクールや白バ
ラ講座を開催しました。

↓ ↓
達成目標 達成状況 達成度

　高校や大学等との教育機関と
連携し、啓発イベント開催や出
前授業を実施します。 →

　従来から出前授業を実施していた関西
大学、山田高校に加え、平成30年度は
新たに大和大学、関西大学第一中学校で
出前授業を実施することができました。

A

達成

　平成30年度は中学校での出前授業を新たに実施したことを始め、出前講座を開催する学校数
が増えるなど、教育機関との連携が昨年以上に強化できました。また、平成29年度から引き続
き、新たに１８歳になる新有権者にメッセージカードを送付するとともに、白バラ講座を開催
し、多数の市民の方に参加していただくことができ、一定の啓発効果がありました。

　明るい選挙推進協議会と連携
を図り、啓発イベントを実施し
ます。 →

　８月に明るい選挙推進協議会との共催
で開催した「白バラ講座」では、総務省
の主権者教育アドバイザーと関西大学第
一中学校の教諭をお招きした啓発イベン
トを行いました。イベントには高校生な
ど、約８０名の市民の参加がありまし
た。

A

達成

総合評価・総括
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